
 

 

令和５年度 東京都立田園調布高等学校 

 

推薦に基づく選抜 

 

小論文 

 

 

１ 開始のチャイムが鳴るまでこの問題用紙を開いてはいけません。 

２ 問題は１、２で２ページに印刷されています。 

３ 検査時間は ５０分 で、終わりは 午後０時２０分 です。 

４ 声を出して読んではいけません。 

５ 答えはすべて解答用紙に横書きで明確に記入し、解答用紙だけを提出しなさい。 

６ この問題用紙の余白をメモに使っても構いません。 

７ 答えを直すときは、きれいに消してから、新しい答えを書きなさい。 

８ 受検番号を解答用紙の決められた欄に記入しなさい。 

 

 

 

 

 

注 意 



 

次の資料は「平成 30 年 子供の読書活動の推進等に関する調査研究」の結果である。資料１、資料

２を見て、右のページの問いに答えなさい。 

資料１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

 

資料１、資料２ともに文部科学省『平成 30 年 子供の読書活動の推進等に関する調査研究 報告書』により作成 

22%

5%

9%

10%

15%

54%

21%

34%

41%

45%

14%

47%

37%

33%

26%

4%

17%

10%

8%

5%

6%

10%

10%

8%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつでもどこでも読めるから便利だ

友だちと本の貸し借りができないから不便だ

本を買う前にためしに読めないので不便だ

文字を大きくすることができるので便利だ

わからない言葉などをすぐに調べられるから便利だ

電子書籍に対する捉え方（中学生）

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

   人数 割合 

小

学

生 

① 紙の本も電子書籍も読んでいる 458 15% 

② 紙の本は読んだが、電子書籍は読んでない 1,719 55% 

③ 紙の本は読んでいないが、電子書籍は読んだ 44 1% 

④ どちらでも読んでいない 899 29% 

中

学

生 

① 紙の本も電子書籍も読んでいる 781 17% 

② 紙の本は読んだが、電子書籍は読んでない 2,126 45% 

③ 紙の本は読んでいないが、電子書籍は読んだ 95 2% 

④ どちらでも読んでいない 1,681 36% 

高

校

生 

① 紙の本も電子書籍も読んでいる 815 17% 

② 紙の本は読んだが、電子書籍は読んでない 1,405 30% 

③ 紙の本は読んでいないが、電子書籍は読んだ 189 4% 

④ どちらでも読んでいない 2,277 49% 



 

 

 

問１ 

資料１から読み取れる読書傾向について、小学生、中学生、高校生ではどのような違いが

あるか。あなたが最も注目する違いを具体的な数字を入れて、75 字以上 100 字以内で説明し

なさい。 

 

 

 

 

 

 

問２ 

資料２は中学生の電子書籍に関する捉え方を表したものである。資料を参考にして、デジ 

タル社会において「紙の本」での読書の価値をどのように考えるか。具体例に基づき、あな 

たの考えとそのように考える理由を 550 字以上 700 字以内で述べなさい。 

  

 

 


